









































語り手 1  祥洲。三十年来，墨アーティストとして活動。日本，中国，韓国，ヨー
ロッパで展覧会を開催している。
祥洲 「V字型の動きで墨を摺ってください。歪まないようにね」




































語り手 2  日本人と中国人が並んで立っている。互いに相手の言葉が分からない。一
方が人差し指で手のひらに漢字を書く。漢字は中国の表意文字であり，日
本文字の基礎だ。もう一方の側も，手のひらに文字を書いて答える。























































語り手 1  三千四百年前，神々に対する問いかけや願いごとを文字に記し始めた中国
人は，牡牛の肩甲骨や亀の甲羅に文字を刻みつけた。
語り手 3  亀の甲羅は宇宙を表していた。平らな腹は地上で，丸い背中は天空。象徴
化されたこの宇宙に，神託を問う言葉や祈りが刻まれた。
語り手 2 「雨は降るだろうか，日は照るだろうか」「豊作だろうか，凶作だろうか」











語り手 1  骨や亀甲羅に続いたのは，青銅，木，竹，布，そして紙だった。西暦元年
前後，古代の表意文字は三つの発展段階を経た。いわゆる「篆書」，簡略
化された「隷書」，そして現代でも使われる「楷書」だ。
語り手 3  三世紀，文字は流れるようになる。行書は，走り書きされた文字と文字を
線で結ぶようになる。

























































語り手 3  ただし漢字には問題があった。読むことはできても，発音が日本語に合わ
ないのだ。そこで二種類の読み方が生まれた。音読みと新しい日本式の訓
読みだ。しかしそれで問題が解決されたわけでは全くなかった。






















語り手 1  四宝の二つ目は，和紙，紙だ。コウゾやミツマタの樹皮から作られる。小
説家谷崎潤一郎は次のように書いている。







































































































































































語り手 2  最後に作者名の印を押す。黒，灰，白色の紙面に赤く輝く優雅なアクセン
ト。雅印は，作品に息を吹き込む。
____________________________________________________________________













語り手 3  これが，欧米の抽象画との違いだ。いかに抽象的に見えても，書は常に，
数千年の歴史を持つ漢字に基づいている。漢字の力が内在し，共鳴する。











語り手 2  蛇行して流れる墨の跡。立体的にすら見える表面。飛び散った点々。曲がり
くねり，真っ二つに割れた線。深い黒色と淡い灰色の間を行き来する，多

































































,Writing is the Way’
Malte JASPERSEN
Abstract
Radio documentary feature was brought to being in postwar Germany as a new form of acoustic art. 
Unlike radio drama, the feature focuses on non-fictional facts, using unlimited formal possibilities: mu-
sic, spoken language, sounds in varying combinations and emphasis. John Theocharis, former head 
of the feature section of the BBC, says, ’A feature is a work using the various resources in radio in or-
der to set the listener’s fantasy in motion and deepen his perception of the world and human existence’.
The text ’Writing is the Way’ is based on the manuscript of the radio documentary feature of the same title. 
The work is the result of a long research in the world of calligraphy, the nature and history of which is almost 
unknown to most German radio listeners. At the same time, it represents an exceptional attempt to display an 
 「書に道あり」 253
absolutely visual topic on radio and thus enrich and deepen the German audience’s image of Japan. ’Writing is 
the Way’ has been recommended by the Berlin Brandenburg Broadcast Association (RBB) as the entry for the 
international media festival, the „Prix Italia 2009“
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